
①

②

①

絶縁帯

100 200

30～50

コンクリート

既存防水層ガムロンMGベースB20

強力ガムシール

コンクリート

既存防水層

(2)アスファルト活性剤またはポリマーセメント系下地調整材

(5)改質アスファルトルーフィング

強力ガムシール

:リベース

:ガムクールキャップEX

(2)アスファルト活性剤またはポリマーセメント系下地調整材

(5)改質アスファルトルーフィング

:リベース

:ガムクールキャップEX

①絶縁帯部

②一般部

2章_2節　屋根露出防水部分修繕工事
保共仕2.2.2

アスファルト防水常温工法(P型)

UR都市機構 保全工事共通仕様書

ガイドブック挿入図
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②一般部

①絶縁帯部

絶縁帯設置図(例)



非断熱部 断熱部

コンクリートブロック・断熱材一時移動範囲

ブロック2枚程度

防水施工後復旧
縁石移動

(100≧)
端部処理

500～1000程度
アスファルト成形板・断熱材撤去範囲

成形板

J

接着剤(粘着シート)

非断熱部 断熱部

UR都市機構 保全工事共通仕様書

ガイドブック挿入図
2章_3節　屋根外断熱等部分修繕工事

保共仕2.3.1
一般事項
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屋根断熱防水工法
（別途工事）

断熱部

非断熱部

(4)(3)(2)(1)

A
－

A
'

工程1 工程2 工程3 工程4

絶縁テープ：ハイテープM

(1)GKボンド

(2)RBボード2.5mm品

(3)ダンパーシート

(4)バリキャップP
非断熱部 断熱部

標準割付け図 (A－A')

UR都市機構 保全工事共通仕様書

ガイドブック挿入図
2章_3節　屋根外断熱等部分修繕工事

保共仕2.3.4
アスファルト成形板工法
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既存外断熱撤去
(縁石・ブロック・断熱材)

既存防水撤去範囲

押え金物撤去

押え金物撤去

既存防水撤去範囲 既存外断熱撤去
(アスファルト成型板・断熱材)

押え金物新設

既存防水層(かぶせ工法)
新設外断熱防水層

外断熱防水新設非断熱部防水新設

断熱材(硬質ウレタンフォーム)の厚みは[特記]

成形板工法

コンクリートブロック工法
(現状・撤去範囲)

(現状・撤去範囲)

(修繕工法)

UR都市機構 保全工事共通仕様書

ガイドブック挿入図
2章_4節　屋根外断熱露出防水工事

保共仕2.4.1
一般事項
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2.アスファルト活性剤

4.接着剤(粘着材)

5.断熱材:ギルフォーム

6.目地補強テープ

7.部分粘着型通気シート

　断熱部:ポリマリットフェース
8.改質アスファルトルーフィング(砂付)

9.仕上塗料

　非断熱部:ポリマリットフェース
8.改質アスファルトルーフィング(砂付)

10.押え金物

3.増し張りシート:ポリマリット25

200
20

1.速乾性プライマー

150

150

:アスファルトプライマーSS

:リベース

:レイコーセメント

:ハイテープM-50

:ポリマリットPS

:SPファインカラー8.改質アスファルトルーフィング(砂付)
立上り部:ポリマリットフェース

UR都市機構 保全工事共通仕様書

ガイドブック挿入図
2章_4節　屋根外断熱露出防水工事

保共仕2.4.2
外断熱露出アスファルト防水工法(全面修繕1回目)
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UR都市機構 保全工事共通仕様書

ガイドブック挿入図
2章_4節　屋根外断熱露出防水工事

保共仕2.4.2
外断熱露出アスファルト防水工法(全面修繕1回目)

水抜きシート参考図

1.既存防水層撤去 2.ドレン廻り増張り

3.入隅部増張り 4.水抜きシート張付け

5.改修用ドレイン設置 6.改質アスファルトルーフィング(露出単層防水用)張付け断熱材、部分粘着型通気絶縁用シート張付け

500 500

500

150

150

150

200

(断
熱
材
端
末
位
置
)

150
150

150

ドレン中心より周辺部500mm程度撤去
既存防水層に150mm以上張り掛ける
製品名:ポリマリット25

(既存防水層)

(既存防水層)

アスファルト活性剤:リベース

既存縦型ドレイン

平場に200mm以上張り掛ける
製品名:ポリマリット25

増し張りシート

(ポリマリット25)

(既存防水層＋リベース)

(既存防水層＋リベース)

(ポリマリット25)

(ポリマリット25)

幅800mm以上 ドレン中央部から
製品名:ポリマリットPS

断熱材下に掛かるまで張り付ける

800以上

部分粘着型通気シート

　断熱材:ギルフォーム
製品名:リードレンC

　部分粘着型通気絶縁用シート:ポリマリットPS

改修用ドレイン

(ポリマリット25)

(ポリマリット25) (ポリマリットPS)

:ポリマリットPS

ギルフォーム
(ポリマリットPS)

製品名:ポリマリットフェース

改質アスファルトルーフィング

(リードレンC)

仕上塗料

:リードレンC

:ポリマリット25
:ポリマリットPS

増し張りシート
:ポリマリット25

:ポリマリットフェース

:SPファインカラー

(水抜きシート)

部分粘着型通気シート
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50mm以上
100mm以上

50mm以上 100mm以上

50mm以上100mm以上 50mm以上100mm以上

50mm以上
100mm以上

1.全体図

2.パラペット 3.壁面立上り

4.側溝部 5.架台廻り

A

A部詳細

3
0
m
m

立上り仕様

平場仕様

補強布 平場仕様

立上り仕様

シーリング

平場仕様

立上り仕様

シーリング

平場仕様

補強布
平場仕様

補強布

立上り仕様

立上り仕様

下地

ウレタン系プライマー

ウレタン防水材 ※

ウレタン防水材 ※

層間プライマー

接着剤

無機質系防水保護材

補強布:メッシュUB

ウレタン防水材立上用 ※

補強布:メッシュＵＢ

ウレタン防水材立上用 ※

ウレタン防水材立上用 ※

層間プライマー

無機質系防水保護材

通気緩衝シート

・ポリマー改質アスファルトシート

・ゴムシート

:OTプライマーA

:速硬化OTプライマーMブルー

:SPミネラコート

通気緩衝シート
：オルタックシートWS

ジョイントテープ
：オルタックテープW

(端部ウレタン系シール:OTシール)

※ウレタン塗膜防水材
　オルタックエース／オルタックサンキュア／
　オルタックサンキュア50・500から選定可能

UR都市機構 保全工事共通仕様書

ガイドブック挿入図
2章_5節　脱気絶縁複合防水工事(歩行用･軽歩行用)

保共仕2.5.2
脱気絶縁複合防水(歩行用ウレタンゴム系全面修繕1回目)

ur-1-7a



立上り仕様

シーリング

3
0
m
m
以
上

立上り仕様

平場仕様

シーリング

7.脱気筒取り付け

500mm以上

シーリング

平場仕様
補強布

切り抜き120×120mm

6.手すり等支柱まわり

8.たて型ドレン 9.横型ドレン

平場仕様 平場仕様

立上り仕様

立上り仕様

UR都市機構 保全工事共通仕様書

ガイドブック挿入図
2章_5節　脱気絶縁複合防水工事(歩行用･軽歩行用)

保共仕2.5.2
脱気絶縁複合防水(歩行用ウレタンゴム系全面修繕1回目)

ur-1-7b



(密着工法) (絶縁工法)

一般伸縮目地

押えPCブロックストッパーボルト

防水層張り継ぎ位置

押えPCブロック

PCスラブ

トップコート(軽歩行用防水保護材):SPファインカラー
改質アスファルトルーフィング(露出用):ポリマリットフェース
コンパウンド(トーチ工法、自着工法は省略)
通気絶縁用シート(あなあき、部分接着):ポリマリットPS
プライマー:アスファルトプライマーSS

断熱層

通気絶縁用シート(あなあき、部分接着):ポリマリットPS

増張り:ポリマリット25

密着部 絶縁部

トップコート(軽歩行用防水保護材):SPファインカラー
改質アスファルトルーフィング(露出用):ポリマリットフェース

コンパウンド(トーチ工法、自着工法は省略)
通気絶縁用シート(あなあき、部分接着):ポリマリットPS

プライマー:アスファルトプライマーSS

既存伸縮目地撤去
増張り(W≧150):ポリマリットGLテープ

増張り

排水溝:樹脂モルタル

≧500
脱気絶縁範囲

既存(外断熱)防水層

プライマー:アスファルトプライマーSS
(増張り):ポリマリット25
コンパウンド(トーチ工法、自着工法は省略)
改質アスファルトルーフィング(露出用):ポリマリットフェース
トップコート(軽歩行用(平場)・非歩行用(立上り)):SPファインカラー

防水押え金物:アルミ製

ゴムアスファルト系シール材:強力ガムシール

:ポリマリット25

脱気装置:ステンレスベーパス

増張り
:ポリマリット25

通気緩衝シート:ポリマリットPS

露出防水層:ポリマリットフェース

(120×120切り抜き)

改修用ドレイン:リードレンC

ドレンキャップ横引用

(密着工法) (絶縁工法)

押えコンクリート

既存(外断熱)防水層

密着貼り範囲

プライマー:アスファルトプライマーSS
(増張り):ポリマリット25
コンパウンド(トーチ工法、自着工法は省略)
改質アスファルトルーフィング(露出用):ポリマリットフェース
トップコート(軽歩行用(平場)・非歩行用(立上り)):SPファインカラー

トップコート(軽歩行用防水保護材):SPファインカラー
改質アスファルトルーフィング(露出用):ポリマリットフェース
コンパウンド(トーチ工法、自着工法は省略)
通気絶縁用シート(あなあき、部分接着):ポリマリットPS
プライマー:アスファルトプライマーSS

脱気筒廻り

横引きドレン

UR都市機構 保全工事共通仕様書

ガイドブック挿入図
2章_6節　脱気絶縁複合防水工事(非歩行用)

保共仕2.6.2
脱気絶縁複合防水(非歩行用改質アスファルト全面修繕1回目)
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施工範囲

20～30

均しモルタル

シーリング材:OTシール

シーリング材:OTシール

補強布:メッシュUB

シーリング材:OTシール

補強布:メッシュUB

補強布:メッシュUB

シーリング材:OTシール

シーリング材:OTシール

UR都市機構 保全工事共通仕様書

ガイドブック挿入図
2章_7節　バルコニー等床防水工事

保共仕2.7.2
ウレタンゴム系塗膜防水工法(全面修繕1回目)
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補強布:メッシュUB

補強布:メッシュUB

シーリング材:OTシール

シーリング材:OTシール

既存シーリング材

補強布:メッシュUB

補強布:メッシュUB

シーリング材:OTシール

補強布:メッシュUB

補強布:メッシュUB

補強布:メッシュUB

補強布:メッシュUB

UR都市機構 保全工事共通仕様書

ガイドブック挿入図
2章_7節　バルコニー等床防水工事

保共仕2.7.2
ウレタンゴム系塗膜防水工法(全面修繕1回目)
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かぶせ方式

既存撤去範囲

(軒先・ケラバ等)
≧300

6 改質アスファルトシート

5 自己粘着型シート(自着工法)

4 硬質ウレタンフォーム:ギルフォーム
2 アスファルト活性剤:リベースSL
  既存シングル
  (既存断熱材)

外断熱防水新設
1 プライマー

水切金物新設(アルミ製)

木製桟木撤去

3 断熱材用接着剤(粘着材)

新規防水改修工法

棟部分　新規防水施工

壁立上り部分　新規防水施工

既存防水層
既存シングル
既存断熱材

(300)

木製桟木撤去

棟部分
(シングル棟加工)

改質アスファルトシート:ガムクールキャップEX
自己粘着型シート(自着工法):ガムクールFX

硬質ウレタンフォーム:ギルフォーム
断熱材用接着剤(粘着材):レイコーセメント

アスファルト活性剤:リベースSL
既存シングル
既存断熱材

4 押え金物
3 改質アスファルトシート:ガムクールキャップEX

2 自己粘着型シート(自着工法):ガムクールFX
1 プライマー:アスファルトプライマーSS

(一般部)

(立上り部)

:レイコーセメント

:アスファルトプライマーSS

:ガムクールFX

:ガムクールキャップEX

5 改質アスファルトシート

4 自己粘着型シート(自着工法)

3 硬質ウレタンフォーム:ギルフォーム
2 断熱材用接着剤(粘着材)
:レイコーセメント

:ガムクールFX

:ガムクールキャップEX

1 アスファルト活性剤:リベースSL

UR都市機構 保全工事共通仕様書

ガイドブック挿入図
2章_11節　勾配屋根改修工事

保共仕2.11.2
既存シングル改修工法(改修アスファルトシート防水)
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